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１．投稿のきっかけ
私は2023年３月に慶應義塾大学文学部を卒業し、現在は

社会人をしております。卒業論文執筆のため「ラッコの考
古学」についての研究に取り組みました。研究で釧路市立
博物館所蔵のラッコ遺体の調査を許可していただき、それ
がきっかけで、私の研究を本館報に寄稿する機会をいただ
きました。本内容は、私の卒業論文を要約したものになり
ます。卒業論文、博物館報の執筆はどちらも初めての経験
で、至らない部分や、研究不足な点はあります。私は今現
在は社会人として働いているのですが、今後も「ラッコの
考古学」についての研究を行いますので、応援よろしくお
願いいたします。

２．はじめに
２-１．ラッコについて

ラッコは食肉目イタチ科カワウソ亜科ラッコ属に分類さ
れる動物で海棲哺乳類である。ラッコの体長は100-140㎝、
体重は15-45㎏。主な生息域は北海道北部沿岸からアメリ
カ大陸西海岸まで広がる北太平洋沿岸部である。日本近海
ではウルップ島を中心とする千島列島に多く生息し、近年
では霧多布岬などでも生息が確認されている（NPO法人エ
トピリカ基金，2020）。ラッコの最大の特徴は毛皮である。
ラッコは他の海棲哺乳類と異なり、皮下脂肪が少なく、代
わりに高い防寒防水機能を備えた毛皮を発達させている。
ラッコの毛皮は、哺乳類の中で最高密度の１センチ平方
メートルに約10-14万本あるといわれている（中島，1999）。
ラッコの毛皮は、近世以降の中国で特に需要が高まり、毛
皮貿易で取引されることが多くなった。毛皮は防寒具の役
割の他に、権力や富の象徴とされていたと言われている。
肌触りがよく保温性に優れたラッコの毛皮は、上質で特に
人気が高く、毛皮を目的とした乱獲によってラッコの生息
数が激減した。

２-２．先行研究
北海道のラッコの利用に関する先行研究についてまとめ

ていく。児島（2003）や手塚（2003)，Tezuka（2009）では
過去の交易内容の資料を読み解き、ラッコの毛皮が古くは
室町時代から取引が行われたこと、18世紀初頭にはラッコ
の毛皮2000枚以上を長崎から中国に向けて輸出しているこ
となどが分かった。このように、文献資料に基づいた研究
は多く行われた。しかし、唯一考古学的資料に依拠した研
究が北構（1980）で、1980年までに調査された北海道内の

遺跡からラッコの出土状況を整理している。その考古学資
料と文献資料と対応させることで、ラッコの毛皮の主な捕
獲地域を千島列島であると指摘した。

２-３．問題の所在と研究の目的
考古学資料に基づいたラッコの毛皮貿易に関する研究が

少なすぎる点。また、行われた研究が40年以上前のもので
あるためデータが最新ではない点。以上２点から北海道に
おけるラッコの利用状況は考古学的視点に基づいた、特に
動物考古学的な議論が不十分であることを問題の所在とし
た。そこで本研究では、最新のデータを用いて考古学的視
点からの理解を進めるために、北構（1980）の解釈を、再
検討することを目的とした。現在は、北構（1980）の調べ
た時点と比べて、ラッコ遺体の出土した遺跡数・出土点数
ともに大幅に増加しているため、再検討が必要であるとい
える。

２-４．分析対象
研究対象は北海道内のラッコ遺体の出土が確認された遺

跡とする。慶應義塾大学旧図書館にある北海道内の遺跡報
告書と、Hattori et al.（2005）を参考に、ラッコ遺体出土
の遺跡をまとめた（表１）。

２-５．分析方法
遺跡報告書にラッコの出土の記載があるものを、時期・出

土点数・出土部位・篩選別の有無について整理した（表１）。
次に、定量的分析を行った。同定された動物遺存体の破

片の大小を無視して単純に数え上げた数値を表すNISP。出
土骨から推定される個体数の最小値を表すMNI。骨最小
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表1, ラッコの出土状況
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動物単位数を表すMAU。骨格部位ごとの出土量の大小を
明らかにし、利用される部位や廃棄される部位を知ること
ができる％ MAUの４つを用いた。MNIは報告書に依拠し
ており、それ以外の集計や、計算は私自身で行った。また、
幣舞遺跡のラッコ遺体の資料を直接観察した結果も紹介す
る。

５．定量的分析
３-１．NISP

表１がラッコの出土状況である。北構（1980）の調べた
時点で、ラッコの出土した遺跡数は２か所、NISPの総計
は５点であったのに対して、現在では10か所から計639点
出土しており、遺跡数・出土点数ともに大幅に増加したこ
とが確認できた。その中でも特に幣舞遺跡の縄文晩期には、
NISPがほかの遺跡と比較しても大きな数値を示しており、
さらに全身部位の出土が確認できた。そこで、本研究では
幣舞遺跡に注目していく。

図１は、同定可能な哺乳類骨全体に占めるラッコの割合
を示している。幣舞遺跡とその他の遺跡の合計を時代別に
分けた。この図からも、幣舞遺跡出土のラッコの割合がほ
かの遺跡よりも高いと言える。

３-２．MAU
図２は最小動物単位数を表すMAUを全てのラッコ出土

遺跡について図示した。幣舞遺跡の縄文－続縄文期は頭蓋
骨・四肢骨・体幹骨が満遍なく出土している。それに対し
て、他の遺跡では断片的に出土していることが分かる。

次に、利用される部位や廃棄される部位を知ることがで
きる％ MAUについて分析を行った。図３は、幣舞遺跡の
ラッコ遺体のみの％ MAUを図示した。

幣舞遺跡の縄文－続縄文期のラッコ遺体は、頭蓋骨、下
顎骨、四肢骨に高い割合が示され、出現頻度の偏りが小さ
いことがわかる。ミートユーティリティの比較的高いであ
ろう、部位に％ MAUの割合が高く示された。擦文期や、
アイヌ文化期－近世は、頭蓋骨、下顎骨、尺骨に高い割合
が示されたため、出現頻度の偏りが大きいといえる。しか
し、資料数が少ないため、今回は縄文－続縄文期をメイン
に考察を行っていく。幣舞遺跡の縄文－続縄文期のラッコ
遺体の％ MAUの結果を、鵜澤（1998）の解釈に当てはめ

ると、この時期の当遺跡では、ラッコの水揚げから解体・
消費までを遺跡内で行った可能性が示唆される。

３-３．年齢推定
幣舞遺跡のラッコ遺体の年齢推定を行った。本研究では

正確性が高く、多くの先行研究でも利用されている歯の萌
出状況に着目し、Schneider（1973）のチャート（表２）を
参考に、年齢推定を行った。幣舞遺跡の報告書に歯の詳細
についての記載があった下顎骨と上顎骨の歯の萌出状況を
まとめた（表３）。

報告書には、アゴに植立する切歯についての記載はない
ため、臼歯で判断する。ほとんどが第３小臼歯よりも後ろ
の歯が萌出しているということが分かった。表２、表３を
対応させると、ほとんどが亜成獣以上であるということが
分かった。また、報告書にはラッコ遺体のサイズから幼獣
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図1, 哺乳類におけるラッコの割合
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図2, 幣舞遺跡とその他遺跡合計とのMAUによる比較
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表2, ラッコの歯の萌出状況からの年齢推定（Schneider, 1973参照）
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個体が生息したと記述がある。ラッコの幼獣と母親は、常
に一緒に生活をするため、幼獣個体と亜成獣個体の存在か
ら、縄文－続縄文期の幣舞遺跡周辺はラッコの群れが生息
し、繁殖地であったと推察される。

以上定量的分析の点から、ラッコ遺体を通してみると幣
舞遺跡という遺跡は他の遺跡と比較して、特異な存在であ
り、特に縄文－続縄文期にかけては他とは全く異なる状況
が確認できた。

６．定性的分析
４-１．幣舞遺跡のラッコ遺体の様子（図４）

2022年12月６-７日に釧路市立博物館で幣舞遺跡出土の
ラッコ遺体の調査を行った。幣舞遺跡は釧路川河口から約
１㎞上流の段丘上に立地しており、貝塚や竪穴が多数確認
され、動物骨の出土が多いことが特徴である。

報告書の記述の通り、観察によって幣舞遺跡のラッコ遺
体のほぼ全身の部位が確認された。また、当遺跡出土の動
物遺体には、被熱による変色の遺体が多く見られ、黒や白
に変色している骨がある（図４）。また、ラッコ遺体につ
いてはカットマークらしい傷跡が見当たらなかったが、大
腿骨だけはほかの部位とは異なる割れ方をしていることが
観察された。

４-２．出土コンテキスト
出土コンテキストについてみると、ラッコ遺体は、墓、

土坑、焼土、貝塚、包含層から出土した。図５はそれぞれ

の出土した場所の割合を示したもので、焼土と包含層から
出土した割合が大きいことがわかる。

墓から７点出土したことや、被熱の影響を受けた骨があ
ること、被熱した骨がまとまって出土したことに注目する
と、北海道の縄文時代で行われていたと言われる、焼骨儀
礼の可能性を考慮する必要がある。
「噛み跡」について、Ｍoss（2020）の研究を扱い考察を行っ

た。Ｍoss（2020）は、カナダ先住民であるトリンギットの
過去のラッコの利用について研究を行っている。遺跡から
出土したラッコ遺体についているカットマークと、アザラ
シ遺体についているカットマークを比較した。アザラシは
古くから食利用されていたことが知られており、アザラシ
と同じようなカットマークがラッコ遺体にもあれば、食利
用の可能性があると考えられるが、比較の結果、ラッコ遺
体に認められたカットマークはアザラシ遺体のカットマー
クとは異なる傾向を示したため、食利用があったことは言
い切れないと結論した。しかし、ラッコ遺体の大腿骨には
カットマークが多いことを指摘し、イヌによって齧られた
傷が多いことを指摘している。幣舞遺跡のラッコ資料を実
際に観察した結果、大腿骨だけはほかの部位とは異なって
骨幹しか残らない形で破損しているなど、幣舞遺跡出土の
ラッコ遺体にもＭoss（2020）の指摘したのと同じ傾向が認
められる。幣舞遺跡出土のラッコ遺体の大腿骨は興味深い
史料の１つだと考えた。

４-３．寒冷化
添田ほか（2018ａ,ｂ）はオヤコツ遺跡と小幌洞窟遺跡の

ラッコ遺体にＡＭＳ法による放射性炭素年代測定法を実施
した結果、オヤコツ遺跡では13-15世紀を示し、小幌洞窟
遺跡は紀元前８-４年を示し、それぞれウォルフ極小期と
ホーマー極小期に一部対応することがわかった。添田ほか

（2018ａ,ｂ）はこの結果の解釈として、ラッコが寒冷化に
より生息域の南限を広げたと指摘している。一方、嶋田ほ
か（2000）は、珪藻分析により終末縄文から続縄文への移
行期のオホーツク海南西部の気候条件は、その前後の数百
年よりも寒冷であったことを明らかにしている。これらの
情報を総合すると、縄文－続縄文期の幣舞遺跡周辺は寒冷
化の影響を受けていたことでラッコが生息しやすい環境と
なっていた可能性が指摘できる。ラッコの増加については、
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表3, 幣舞遺跡のラッコの年齢推定
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図5, 幣舞遺跡のラッコの出土遺構
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ほかにもエサなどの要素も考える必要があるだろうが、寒
冷化の影響も縄文－続縄文期の幣舞遺跡でラッコの出土が
増えた要因の１つとして考えられる。

５．課題・問題、今後の課題
定量的分析を行った結果、北海道内からラッコ遺体が出

土した遺跡の中で、幣舞遺跡は、特異的な存在である、と
いうことが分かった。また、幣舞遺跡出土のラッコ遺体に
は被熱により変色したものや、イヌに齧られたような跡な
ど、様々な要因で変形・変化があるということが分かった。

総合すると、北海道の外の集団が獲ったラッコが交易品
として北海道を経由して本州へと運ばれたとされている
が、幣舞遺跡だけはほかの遺跡とは異なる様子がうかがえ
る。

今後の課題として、幣舞遺跡のラッコ遺体を定性的に調
査する必要がある。具体的には、カットマークの有無を再
度確認することや、焼骨の存在から、儀礼的扱いについて
は議論すべきであると考える。
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